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SDSホ 。 り7つ り1レ ア ミ
ド'iを錠 詠 動 ラ去
等 電 点 電 気 泳 勧 莞
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免 疫 拡r鶴〔亮 お・よ び 免 〉痘
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ト ゲ ラ フ ィ ー`ミ よ る
営 膜 に 看 石 言 るi暫 し し'
蛋 白 質q精 製
2締 製 し 斥 新 い 、 蛋 臼 穣
へ 性 管
4)画 分 工"紫 外 線 吸 収 曲
2♪SDS† ぐ リ ア ウ リ1レ ァ ミ
ド ケlv電 気 ラ朱 勧 彦 ド よ
る 分}量^ラ 則{定
3)・ア ミ ノ 西後/分＼才斥
菊 画 分 工 は 単 一 蛋 白 脇 で
俘 な い
3、 免 〉疫 拡 徽 莞 免 渡'電 気
ラ匁 動 ラ去 ド よ る 杭 体 の 鋳









4、 蛍 光 抗 体 彦 で 画 分 工 例
蛋 白 嘆 仇 為 在 イ立 監 を 調
べ隔 る
ぎ 塵L、!合・ 工 は 、(ズ ア ク4一 二
〉 ・ テ"ス ミ ン で は な い
ユ♪ 今3量 しミ ぎ る に 輩交
λ)民 フ ク 千 ニ ン1て ブす 窃一 ㌃
硫 捧 毛 葎 。 て 免 疫 的 差
里 を 永 可
3)抗 画 今 工 銃 イ年1'了デ'フし ミ
ワ と 友 応 し 々 い
4)銃 盈、分 工 椛 捧1丁 デ ス ミ
ン で 畷 一"父.さ ψLな い











ユ、 亟!分 工{す ア イ ソ フ。 ロ 子
イ ン か
36
λ 、 畠 分 工 ・ 霧 表 中 で 偽 有
在4犬 熊、
3画 合 工 は 、 低 イ 方 ン 強
73乏てー ン金 屋oマ イ呆 才手 一ず る と
う実 展隻 毛 作 う
4、 画 ノ分 工 の 了 ミ ノ 函斐 組 戯 」
に つ い て
ζ 、 画 合 工 博 新 し ・・ 蛋 白 管
で あ も
ノ 、 新 し い 蛋 臼 管 の 霧 鳶 位
置1・ つ い て














?潜 権 動 物 の 骨 経 筋 が 横 紋 構 缶 を 梼 つ こ一と1正
古 く ザ ら 知 ら 岨 て ・、 る 。 位 相 差 顕 微 ・鏡 て・一繊 察
可 る と 高 屈 折 率 のA帯 と 中 央'・ 高 屈 才肪 峯 の
2皓 を 将 っ 低 屈 析 率 の 工 帯 の 褄 リ 返 し で あ ろ
こ と が わ が ゐ 。 ・…Huxエ・ylヒ ・・Han・・n'♂ 干 渉
顕 微 鏡 ド よ ろ 観 察 ヒ 生 イヒ 学 的 、研 究 と か ら ハ 帯
ド は ミ 才 ラ ン,工 帯 して し3ア7チ ン びー 主 と し て
有 在 筋 ⊃ ヒ 称 し 翫"胸 赫 電 報 葛微 鏡 ド
よ る 微 細 構 造 φ 瀦 屍 り・ ら 1骨 絡 筋q収 縮13,
アー ク ノヂ ン フ
ィ ラ メ/ン ト が'ミ 万 シ ン フ ィ う メ 〉
ト し(一 街 ベ リ 込 心 こ と に よ る と 可 る 滑 リ 説 を 提
嘱 し 握.G'一 う,・.・.・ 。。・。yσ ア つ 与 〉 フ.う
メ ン ト の ヲ胃Pワ 込 、み}δ ミ 才 シ 〉 ・分・}の 蓄 ノ玉、 リ
運 動 に よ る 三 オ 》 γ と ア ク チ ン の 帽 互 作 吊
臼り 一
ド よ 。 て 起 る と す る 省 ふ り 運 動 説 を 唱 え 今
日 一てu{♂7之 く ・受1プ)＼ 、 淑 っ レkて し、 る 。
麦〔橘 ら は 、 筋 収 縮 の 基 礎 と な ら ア ク4ン と
ミ 六 レ ン 角 相 重 作 国 は 加 レ ラ ら ム イ 才 ン ド よ
翰1。
.マ 調 飾 さ れ て 、、 る こ と を 発 見 レ(勺 そ 躯 を 伸
介 ヰ も 蚤 自 質 を 調 製 レ 行.(の こ のPホ ㌧ ン
の 発 尾 が 調 節 蛋 倉 鰺 汚茸`禿 ② 癸 」齢 で あ う 。
魍ア ク づLン?
イ ラ)/ン ト1く 系壱/含一 し 、 ア ク4一 ン・
と ミ 才 シ ン の 相 互 作 用 を 直 拷 制 御 す る 距 リ ホ・
ニ ン と トPホ 。 ミ 才 レ ン 博 じし藪 的 タフ 量ー に ・含 う れ
て お り(筋 原 線1維 の 約 タ 〆1つ1っ ♪ 欝 細1・ 廊 」究
さ 仏 て い な 。
　
筋 原 線 総 と し マ パ 権 壷 を 組 み 立 て るtで 、
役 馴 を σ 尺 し,間 拷 的 ド マ ク チ ン ・ミ 才 シ ン の
相 互 イ乍 用 一を 言周 葦石 可 る 蚤 白 噴 ヵ寸 い 〈 っ わ・熱 朱rさ
JK一て い る がぎ 、 有ろ'交)の 弓単 駐1、生 要 素 て・ ～も ろ)ゴ ネ,ク づ一
ン ぐ 筋 原 線 、維 の 約 ～ 〆・)0%倒 ク巨 し て_、 寸・
れ も 少 量 レ が 念 》 畝 て ・・ な 、、 。
ミ 才 シ ン7∠ ラ ゾ ン ト に 有 在 一ず る も の と し
くりくお　
て し7Nタ ン パ ク 喧,Cタ ン パ ク 質 ,エ タ ン ノf
〔'の θ リ θ≧)一
ク 質 が あ リ 、 ア ク 手 〉 フ ィ う 〉～ ン 嘉 に 肴1土 す
('砂o幻
,rア ク 千=ンる も の ヒ し て ・ β ア ク チ ニ ン
α∫〉(fの
が 論 る 。
7膜 の 徴 麹 機 竜 はG・M-n・ppiesと ・・Car⊥sen
-2。
以 象 電}顕 瀧女・鏡 の 超 寒 切 片 ラ去1ζ よ リ 、 詳 細
1・御 禿 さ 枳 采 ぱ 徽 兜 か レ ,物 犠 裁 萩 分
と し て 樽 、 試 ア ク4ニ ン が 知 ら4～ マ ・・ る 俘 け
て協 。 屋 ～1ご帳 迩L∂za・ ・desr先,τ 、1。 曜 フ,う
ゾ ン ト を 矯 ・叡 可 も デ ズ ミ ン が 冒 膜 し・ 為 た す ろ
こ Σ 芝 示 し でて 。 う でヒdア ク チ ニ ン 』 要 しこ 寸由 出
づ 甑 う 今 苓 一量43,0◎oの'Dβ ア ク 千 ニ ン 博 一長 ら
く 、 憂 ・1・生 ア ク 千)・ で璽1よ な し、 カ、 と い う 妄是 し・ 一を 特
た 淑 て し、 長 副 黒 田 ら に8.て 区 膜 の 描 成 裁
冷 て物 い と が 示 さ 喚 氏 曾期 伽 て 一 ℃・藏9イ
つ・qク レ 了 千 ン キ ヤ ー セ・ が2膜 ヒ 秦吉 今 マ う こ
むの
髪 一が 幸這 告 す れ て い ろ が'、 骨 柊 為ろ ク イ つ臨qク し
マ 婆 ン キ ナ ー ℃一 け 図 書1。 為 在 し て い ろ 。卿 の
　
本 論 女 で は,骨 絡 筋n新 し し・ 蛋 白 叔 命 の 調
製 捻 と 椎 質 に っ い て 逮 べ 、 蛍 光 抗 体 琢 し・ よ り
2膜 に 有 済Lす も ⊃ と を 示 す 。 ⊃ φ 蛋 白 賃 の 特
徴 σ ガ ラ ヌ 器 内 で 格 苓 構 造 を 取 る ・ と τ・ お
リ 、 他 に 例 芝`奥 な い 。Z膜 の 格 子 構 造 とq類
似'1生 が ラ主 邑 ご 歌 弓 ・1
一3一
耕 料 と オ ラ去
ユ.窟 膜 し・有 社 で る 知 し 、・ 量 白 管 の 粗 多周 整
ニ ウ ト1ノ の 胞 筋 を 壕 耕 料 と 婿 う 。 主 と し て
ρ ア ク チ ご ン エ ク γ パ フ 噴 の 調 製 蜘 く 従 っ
て 行 う113X'.♪⊥ ・・1痛 る1肉 をim・ 函 ・H・%α ・5・ ・K・・1
吉 畔E麟 秀 液 中 で粉 砕 し .よ く 瓢 ・筋 凍 編
雑 陣 取 リ 出(マ ■ …s・・…h-・・h・・'d・・1の 露 液 でZ時
間 つ つ5回 柚 血 誇 る 。 残 渣 を ガつ 又 蕪 留 永 τ・
よ く 沈 い 、o沼 ・K・ 溶 涙 て・z回 抽 出 誘 る 。 〆
囹 目 σ)k中 でzo分 間 抽 出 レ,主 と し て ア ク チ
ン を 除 く 。Z国 目 は40cで24蒔 間 抽 出 守 ゐ 。
Z回 目 の 掴 出 凌 を/・ …H・ ・う に 財 し て 透 耕 し
盈 安 分 画 て る 。 沙 一4呼 麓 知 て%殿 可 る 画 分
を 集 め る 、 ♪ れ を1・ ・ ・・…5に 透 新 し 還
・℃'(右・,・…Pの し 斥 工 看 が 粗 精 製 蛋 白 溶 夜 て矯
る 。 収 量 は 約2・-3・ 叫 で あ る 。 次 κ ・・A}l
ce且U1・seカ ラ ム ク θ マ 匹7"ラ フ ィ ー を そ=了い 秦屯 イb
誘 る 。(柔 吉 集4参 θ汐つ
_4.
えsD5ホ ・リ ア フ リ,レ ァ ミ 距z電 気 ラ永 動 ラ去
/嘱 フ ク グ'レ ア 鉢 ケ'レ 糊 ・晶 ・ 基 本壇
〔て1ず ・冒eberとOsborno}麸 「 ラ乏`く 従 っ て 矛」∈「7ぴ っ
斥 。 倒
3等 電 濠,電 羨、ラ永 「重む
尿 素 を ・含 む 系 τ σ 等 電 鳶1電 気 泳 動 は 一・'…r…
の 言 う去劔 乏 少 レ 変 吏 し て 行 ・♂,た 。 部 ・ 尿 素,
,296匝tQ・X-ioO,Z〆 ア ン`ク 才 う イ ン`pHl
範 囲 茜 づ ・ 渡 倉64〆 ア ク リ1レ ア ミ ド 励 レ
を 用 ・・ る 、 電 極 液 ロ+側 が …1・ ・HうP%.一 側
が/,・ ・… で サ ン フ・財 は+側 に 添 ㌍ す る ・
遍 電 は,2・ 。 ・!崎 間.50・ ・ τ げ 博 問
6。・vで2瞬 間 行 う 。(ケrレ 長ー/3仇 の 時)
尿 素 を 勧 な い 系 て一 等 電 点 庵 糺 月ぐ動 臨
工 記 争・1レ α 組 叡 び ら 尿 豪 とTrit。nX-… 涛 除 一e一
て用し・挑 通 麟 伽 加vl膚 間,8姻
9蒔 間,600vIH手!晋1了 一εあ る ・ ・～也 己言 ノ象 素 も 〆含
{〉系,に 準 じ て 行 う た 。
一5一
4抗 血 ラ青 の う周製i
⊃E証ce-・10seカ ラ ム クPマ ト ゲ ラ フ ィ ー
で 精 製 し 氏 抗 原(図2②)を α3・g ,…undlの
コ ン フ。 リ ー ト ァ ジ ュ バ'ン み と 共 乙く ウ サ ・ギ の 足
底 お よ び 智 中`<注 射 て ろ 。3週 間 後 に 航 原
o、3m呂 をFreundの イノ 〉 コ 〉 つ 。 ソ ー ト ア う"ユ バ ●
ン ト と 婁 し(背 中 し(;主射,5ら1(2週 間 後
同 じ 換 ヂFて覧『‡元 原o、/mgを ヲ主 射,そ σ}匙o巳 そ委 、
耳 静 脈 よ リ 採 」立 す る 。 定 姦K従 ・ て 血 者 叡/分
と 今 離 し,抗 血 盾 と 可 る 。
　
ぢ 免)疫 拡 散 ラ去 お よ び 免 疫 電 気諺 永 一動 ヲ去
50面 ・(7}ノ ・こ1しノ ヒプ ク ー ノレ 秦ヌ妾衝 液(pH8、3)し(と
か し π/猶 ア が ロ ノ7そ ス ラ イ ド グ ラ ヌ よ二 し=
3副 そ そ ざ,ゲ1レ κ さ セ て 使 用 す る.電 λ 永
働 瞬 の 緩 衡1液 σ 与Om}㌦ バ1レ し'9一 ル 綴 孝衡 液C
pH曾3)で あ る 。 電 気 泳 動 毛 ・DSホ ・ リ ア ク りlv
ア ミ ド ノブtレ で 行 う 場 ・合 博 前 記(才 才 料 と 言 ラ宏z)
の 言 ラ宏1(そ 走.し＼ 、 う舟(動 そ菱 ケ・1)を 又 ラ イPゲ ラ ス
_〕〔二L<棄 せ0、3ラ ζ エr1℃OnX一土○○ そ… ノ含 ・亡>50m1、(ハ ノ＼ご
_6一
ル ヒ字9-1レ 孫髪 縷了う夜 ぐP亙 筆}、き)1マ セ む・ し 斥/労 ・ ア ガ・
P一 ヌ 乏 そ そ ぎ ケ1レ 化 さ 地 免)疫 秘 徽 を 行 う 。
電 気 泳 動 を 等 電 点 電 気 泳 動 麸(才 オ 料 と オ ∋去3)
ド ま る ゴ易 、合 は,3永 動 乎受 ノ5分 イ立 蒸6詔 水 、中K了 ク
'ノ1レ ア ミ1い くブ1レ を ラ量 レ
、てuき そ)1ぞ1ノ 尿 孝 を 取 り
除 し、 マ ガ ら'ヌ ラ イ ド ゲ ラ ス 上 に イ多 「ぢ 。 ♪欠Lミ
ぢ0蕉!八 ㍗ ル ご ワ ー ル 系叢 才動 ラ夜1て と カ・ し 尺/96ア
が ・ 一 ス で 乞 埋 し 、 竹 レ 化 し た 後 舅 凌 拡 徽 を
行 う 。
抗 原 坑 体 及 応 は 、 室 過 で24時 闊 行 う.
6有 ち 原 系泉 系往n言 周 製
ニ ワ ト リ ら 胸 筋 毛 豹/、 之 倍 ρ・ ぎ1き の ぱ し
ザ ラ ス 捧1・ 固 定 し て 、5。9《 グ リ 杉 リ ンo、6馳
KC・ 、2。 囲 ・P酸 条妥 衝 汲(pH72)ぢ 咄 ・G・Ai・、
へ 　 　
秀 液 ウ に 一200Cで/ヵ 月 以 上 貯 乞 る 。 こ れ 噛
0,!タ・…a・ ・,2… ソ/彦 段 緩 衝 液(PH72)
'
/0監}・ 」3TA中 てb l∀ フ ー リ ン ク"フ"レ ン ・ク"一 る
脚 ・ て 紛 辞 レ 筋 原 線 薙 標 品 と い た 。
。7一
7蛍 光 抗 体 ラ玄
直 琢 透 と 闇 接 彦 て噺 行 、、 同 一 薙 果 を 得 斥.本
　　な も
殉 丈 ド 博 闇 棲 彦 の 縮 果 ぞ 示 し て あ ろ.闘 捲 落
め 手 噸 乏 次 に 示 言 .筋 原 親 ∴維 を 竺 理 食 塩 フkで
6。賠1・ 紡 款 し た 抗 血 靖 と 室 温 で3。 分 闊 及 応 さ
ゼ ろ.笠 理 復 虚 ・kて'よ く 読 ・ て か・ ら 、 生 理 食
塩 末 で6・ 傷 に 稀 釈 し 穴 皿 マ・標 識 し お 挽 ウ
　
サ ギ ・・,・ 孝 杭 体6・ ・⊥es-・・…DI)を 加 乏 室 掻 て・
3・ 分 悶 反 鳶 さ せ ろ ・ 生 理 姦 轟 ・κ で'よ く 光 鋒 し
・ イ期 差 ・ 纂 射 蛍 光 顕 微 鋤 ビ 雇癖 禰 、 上 記
あ 操1下1τ 全 て ズ ラ イ ド ケ ラ 又 上 で 、 熔 疲 毛 力
　よ
パ ー ブ ラ ス の 一 豆而 よ リOD2教 対 イ則 か ら ロ 季底 で
吸 収 妨 も こ と に よ ・)行 。 な 。
σ及 収一婁 馬貧 の 万 弦 を 次K記 可 。 杭 血 清 にD且 収
し嗣 ・、 ろ 蛋 白 後 を 加 乏 桂 理 食 塩 末 て・6ひ借 稀
釈Lて な う よ うR調 節 で る.加 之 る 蛋 自 管 量 は
最 終 綾 震 が ・2・ ・/・ 以 均 ・ な る よ づ κ す る .
じ φ 処 理 血 …看 を 国 し、 て 間 拷 蛍 光 杭 体 ラ去 芝 行 い
畷 収 砧 有 無 を 調 べ る 、
一8_
曾 蛋 白 ラ農 護 の 決 定
ビ1ユ レ ヅ ト ジ玄 と2(i鈷onm
函 測 是 と を 併 用 し 斥 。
の 柴 外 称 吸 収 値
9ア ク ∠ヂ ン と 画!合 工 ⑦ 系吉 合 婁 、験
0・!HC・,pH,7・.ヱ。mHリ ン1簸 謡 衝 …夜 中 で ・7mg姐
のrマ ク ヰ ン と0ゆ2皿9/m1の 画 分 工 を 掘 倉 し
　
室 ∋品 τ3・ み 間 放 置 し て か ら ち。,・。・rpmて ・1時
闇 趣 遠 蒔 で る 。 工 靖 ヒ 沈 殿 をSDS・ 箭 リ マ ク リ
　
}し 了 ミ ド ノ電 気 ラ泳 動 で 考周 べ・ う
iじ 、(ズ ア ク 手 ニ ン の ‡瓦 体 の 言周 製
タ 繍 ら ⑦ オ 莞t・ 従 。 て ¢リ 畑 出 し 益 反 マ ク 手 ニ
ン を 含 わ 分 画 をDE旭 一cell・U・seカ う ム クb7卜7●
ラ フ 、 一 で 績 製 レ 、 免 疫 原 と し て 用 し、 る 。
耕 料 ・ と カ;去4ド ぞ疋 っ で 旅 イ1本を 言周 製 す る 。
llニ デ覧 ヌ_ミ ン・(2、言夙 製
S皿anう の 沿 去 乙(従,て(z『'言 周 製 し 長.不 純 物
が!含 号 淑 て い る が 、 デ ス ミ ン が 得 ら れ 仁 。
-9。
ヲ結 果
ユ 、IDEA}cellul・sel右 ラ ム ク ロ マ ト ゲ ラ フ ィ ー
1・ よ る2膜 ド 有 庖 で る 新 し い 蛋 自 質 の
緒 製
粗 精 製 蛋 自 復(材 料 ヒ 玄 三宏i!参 照 図2)
約/…gを26面 ・ ⑦ ・・is-H・・ 綴 衝 液pH75
ゑ も
に 対 し て 透 薪 で る.」 淑 を あ ら か レ あ 」ヒ 記
緩 衝 液 τ・乎 衡 化 し た 直 握26・ ・ 長 す701c・ の
DEAE-ce垣ユ・seカ ラ ム,e添 切 レ20・1NのT・i・ 一
ヨGエ1渠笈 そ1豊了三凌(P三75)ノ5rO飢 ⊥ と20搬}:Tris-}1Cl
pHIヌ∫ を ・含 わ0β,,、 。,・/50・ ・ 貿Bれ た 農
慶 勾 齪,秀 湊 ド よ リ 秀 出 さ せ ゐ ・ 図 ■ ω1て ・示 房
δ うF新 い ・ 蛋 自 質 ・3・ ・Cエ ⑦ 獲 痩 が 約 ・ノ 斑
に 々 る ⇒ で ド 参 出 で れ る(図 え ③).鋼 隷 で 示
誘 都 分 ぐ 図 狙 の も 莫 の 再 度 同 じ つ ラ へ て鴨
カ ラ ム ク 。?Fグ ラ フ ィ ー を 行 う.・ 今1ヨ'」
猿 震 勾 配 を3… の4・ ・NT・i$-HC工 績 衡 液(pHI
π ♪ と 》 ○ ・⊥ の40・1・ …is-HC1(・ ・75♪0/`・ ・






































1く る 粗 精 製 蛋 白 管







ロ マ ゲ ラ フ ゲ ー に
_11一
ク 〔ア マ ト グ ヲ フ
　
熔 出 尺9一 ン
DEAE-celluloseか



















　 　 　 　 　 　
-lIIl
ll、1」i
図2(・)粗 精 製 蛋 白 質 ノ 回 昌DE旭 一ce-u・。se
カ ラ ム クoマ ← ゲ ラ フ ィ ー の 宏 発 物 で 乙ら う。
@)DE旭 一ce、u、。。e繭 カ ラ ム ク ・ マ ← つ57・ 一
に よ さ 純 化 し 牝 念 子 量 鵠 ◎。。 の 蚤 自 噴
〔う),回 目DEAE-celluloserワラ ム ク ロ マ ト!ブ ラ7イ
_の 秦 出 パ9一 ン ④ 再DE旭 一cenu1。seゐラ 似 つ
bマ ト ゲ う フ ・ 一 ひ 幕 也 パ ヲ ー ン ヤ'1レ
の 」〔 φ 悉 島1δ 分 画 番 号 篭 あ ら わ 可 。 図iを
参 ・霞,
-12の
冷 画 番 号 ・矩525冒 で に 熔 出 φ 岨 斥 蚤 白 質 を
画 介 工,Z6ひ ら 砧 萢 τk疹 出 さ 淑 た 右 碕 を 画
合 五 と 以 後 呼 ぶ ↓ とLミ す る 。 ・D・ ポ ソ ア ク リ
ル・ア ミ ド'電 気.泳 動 ヲま ～で よ る と`、 図2)画 、、分
工1δ 廊 ぽ 純 粋 な 画 今 て" ,画 ・秀 工'♂ 合 う 量 …
偉 ～/ζ 石 碓 度 の 了 純 物 を 少 レ 含 ん て・し、 ゐ 。 こ
{れ・等 以 く塑』分 を そ 娠 そ・敷 コPジ 才/ノ ぐッ ク ご 農
縮 レ'・L・ ・H・㌧ しミ 対 レ ζ 透 新 後 ぎ・,…
・μ ビ 超 遠 ・じ レ エ 清 と 隻 あ る 、 々又 量 θ 颪 ・分
二rσ ぐ 葬i{フ5mg画 ノ分＼ 」工 が ラ多{フ/5n19て ・ あ る 。
Z!78n!Lに ご。一 ク を 待 っ 展 形 琢tフな
タ ン ハご ク 質 の 紫 タト 条泉 吸q文 也7系泉 を 示 つ「(1筆 τ3)
ビ ュ レ ッ ト 及 禿、レ・ δ り 測 定 し 《 蛋 自 巖 震 と
Q・)2εoのロ及 卍イ又 と ・ス 財 ノむ 関 イ系 雀… 表 工 して 示 「萌
。 」吸 光
孫 数 は お よ そ ε 謙8べ4λ で価 る 。
2)6D3ポQリ ア ク リ1し ア ミ ド`で ル 電 当Lラ氷 重む
彦 しぐ ぎ る/分 子 量q測 定
。13一
2、 精 製 し た 新 し ・・ 蛋 白 鷲 ⑦ 椎 質




















図3ユ 重 、・分 工 の 紫 外 線 二吸 収 曲 線_の 時 、
ヒゴ・ユ レ ッ ト ヲま1ぐ よ る 蛋 白 …農 ノ隻 妬ro、53mg/m1






表 エ ビ㌧ レ ソ ト 莞1・ 昌 蛋 魯 濃 震 ヒ ～8。皿1
の 紫 外 御 吸 収 値 とq比 較El薫,、 。、,σ 吸 光 操
数 で あ る 。
一15一
lO〆"ポ ・ リ ア ク ソ1レ ア ミ ト・ ⑦ ラ リ ン ダ ー デ'し/
で 画 奄 工 を マ ー カ ー 蛋 自 管 と 共1(泳 動 レ
そ 淑 そ畝 ⑦稀 動 度 を 分 尋量 α 対 数 目 盛 レぱ す レ
てー フ。0
ッ ← し 尺 。(図4-)マ ー カ ー に は .ア
ル ブ ミ ン,ア ク4ソ,才 プ ア1レ プ ミ ン .キ モ.
ト リ フ。 シ ノ 〆 う『'ンA,ミ 才 ゲoげ ン,千Fク
D一 ムcを 用 い 乱 今 号 量 は そ れ ぞ れ6z…
43・0・,23,…./乞8・0,/ろ タ・・ て}あ ゐ.図
4」 リ 画 、合 工 の 今;量I」 み よ そ 右5,00・で あb
と 才往 足 で き ゐ 。
3)ア ミ/函 斐 、分 莉 一
画 、冷卜 工 ⑦ ア ミ/酸 組 虜1を 表 工 しく 示 す 。 デ ス ミ
ン ⑦ ア ミ/澱 組 成Q%廊 鮫 し て,・ ・。 ・A・・ むV
少 な く ・h・P・ ・ が タク い 。 吸 当 係 数 ヵ・ ら 考 元 て
ノヂ ロ ラ ン ト リ ア ト フ ァ ン が ノ》ト な い と 恩 わ
れ も が,ア ミ/画 蔓 ラ組 城 ゼ ら1δ チ ロ ヲ ン が 特'℃
少 な い と 応 ・・ 之 な い.Fリ ブ.ん フ ァ ン κ 関 レ
て σ 考 察 で 触 れ ゐ 。 ア ミ/酵 組 載 の 特 徴 は
Pイ 》 ン 残 基 がb・ な リ ㍗ い こ 乏 で あ ろ
判9画 分1は 単 一 蚤 自 管 て・ 博7♂ し、



































図4SDSホ 。 リ フ ク リ ル ア
る1重、・分・ 工 の ・分 号 量 の ラ則 妃
で 表 わ 守 。 矢 印 は 画 合 工
で ～ら る 。
O.8
ミ ド 電 気 泳 動
移 動 農13
























































画 分・工 と デ ス ミ ン の ア ミ ノ 酵i組1戎
表 の ア
甚 …',ODOイ固 あ 斥 リ
ミ ノ薩 残 基 数1な7ミ/酸 践
《 個 数 ズ あ ゐ 。
_18騨
よ ・ ～ 得 ら れ β バ▽ ド を 拡 欠 し て み う と 少
な く と 右3本 に ふ わ・ 淑 て ・、 る ・ が わ か ろ 。C
図5)
舘 鍾 尿 素 を 含 て〉 系 で 、PH諒 一pH'・ の 等 電 点 一
電 気 永 動 を 行 う と4本 ・ 濃 い バ ン ド 乙・ 今 離 す
る.(図6ω)等 電 距一 芯PH6 .。-pH65の 闇 で あ る.
尿 秦 を 念 う な ・・ 秦 ご は2本 φ 蟻 い ノ寸 ン ド と,
数 本 の バ ン ト・ 戯 宴 う っ 斥1っ の 箇 戸叶(矢 印)が あ
る 。 〔図6(杢 プ)
3免 疫=拡 散 ∋去 免)疫 電 気 泳 ,重々 該1ぐ 」 う
す元 イ本 《 特 輿 性 の 検 討
画 分 工 を ウ サ ギ1・ 注 射 し マ 得 存 杭 血 諸1τ
画 、ん・1と 画 ン分 工[ド ラす 育 る 兎)雇 ‡%徽 一で は 同 じ
沈 降 ・親 の ノマ9-〉`を 示 可 。 え ～3本 の 沈 、降 系泉 が
着見 纂 づ4へ う 。(図 ▽ 〉
画,分 工 に ～吋 す る 免 疲 電 気 泳 重リラ玄 で も や 噂 亀)
2～3本 の 次 降 桑泉 が 巷見 髪 さ 淑 る 。(図8)
免 涯 拡 徽 乞 ・・伊 。・・,2・ ・ β メ ノレ カ フ%




図5SDS'狩 リ ア ク リ1レ ア ミ ド ゲ1レ 電 気 .ヲ永 重わ
に ぎ る 画 合 工 ひ バ γ ド の 拡 穴3本 ら 線 び











色 .一 驚。鷺 二鴬'驚』』『
1じ=一 一一一一↓ 一一=.
1諭 覆 ム 鍵 菖 慰 ・'爵 ∵気
(妬》
蛸齢 、蜘 遡 、・ 」_論 。,・ 一 ・・細
傘
図 ζ 画 今 工 の 等 電 点・電 気 ラ永 動 一
(リ尿 素 を 倉 あ 系 で の 等 電 点・電 乏 泳 一動 墜 勾
飢(り 尿 秦 隻 含 心 系 て・q等 電 点,電 気 泳 動 の
_・/(シ 尿,素 を 含 ゐ 一系 で 泳 動 後 一免 疲パ9
拡 散 亀 行 な,六 時Kあ ら ゆ れ3フ た'瞬・殺 の ぺ
9一 ン ㈲ 塚 素 を 含 茸 な い 系 で^等 電 点・電
羨_ラ匁 瑳七 の フぐ ワ ー/矢 印q戸 斥 に 栗田 い 条皐 が 数




図 マ 抗 画 ・分 工 杭 体 に 対 で る 画 分 工 と 画 分
立 小 免 疫 拡 散 硝 沈 降 線 の パ9一 ン
・D上 若仰 知 ・ α5mg/m画 画 分 工
,右 紬 リ
K傷 々 稀 釈 し 任 画 分 工 鶴 主 λ 。 中 央q辰 に
坑 画 分 工 坑 体 び λ 。 て い る 。 ② 上 部q庚
　
に α7皿9/叫の 画 合 工,充7わ リ ド 儒 々 稀 づ釈 一②
　




161㌧ ・ 噸 ㌧.-
1
図8抗 画 分 工 坑 体 ド 鮒 す る 画 分 工 の 免
疫 電 気 泳 動 に よ る 沈 輯濠泉 ら パ9一 ン
・、3mg綱の画 分 エ ザ 知 ㍉ 抗 侮 が 着1て 入 っ て
)る も
一23一
画 今 工 σ あ ら サ じ め 彫 ・D・!… β メ1レ ヵ
フ ト エ タ ノ ー ル 溶 液 で 処 理 し て お く ./本 の
σ 。 き り し 斥 犯 降 線 が 形 成5れ る.{1鮒 酬
電 一軋 泳 動 をSDSホQソ ア ク リ ル ァ ミ トー ゲ1レ
防 系 で 行 。 表 兎 疫 電 気 永 動 て随 沈 済葦 親 σ!本
で あ る 。(図lol)ア ザP一 ヌ デ レ 中1こSD3
σ ・含 う 淑 て い な い 。
等 電 点 電 気.ラ永 動 を8、 ∫ 亜 艮=秦 を ・含 む 宇1し で
(PH範 哩3、 ら 一 、○)そ ・〒 う と ∠毛 フトo・ 蛋 白.噴 の ノぐ ン トー
1(な う が 、 そ ψ～ に グす ず ろ 売 疫 †云 散1ぐ よ る セ 、
4-2ト あ パ γ ド の 有 在 す る 部 珍 い こ 冷 っ て,平 ぞ」ぎ7∫
Z本 の 沈 降 乗呆 が 彩 威 さ れ ろQ(図 も ⑲)こ σ)
こ と か ら,こ 歌 等4種 の 蛋 白 管 は 同 一 抗 原 性
を 有 し て し・ る こ と が わ か る 、
盗 蛍 光 杭 体 莞 て・画 ・分 工 ⑦ 蛋 白 喧 の 有 在 ノh
竃 を 調 べ る
ニ ワ ト ソ の 筋 原 線 維 を 画 分 工 ・て 姓 す る 杭 血
指 を 便,て 悶 棲 蛍 光 杭 体 凌 ぐ 染 色 し 拉 相














図?・ ・/%SDSlヒ2ゆ 蝋 β一刈 セ カ つ?卜 工9…
-1レ`を ノ含 む ア ・プ ロ ー ・ス ケ・1レ 中 で の 杭 画 合
工 ‡元、イ本1て 対 す る 画 ノ1>工(1)と う="ス ミ ン(2)σ)免
フ疫1払 散 ド よ う 沈 隣 糸泉 の パ9一 ン ヰ 突 ・り
1裕 て 杭 画 分1抗 体 周 囲 《 知uぴ 上 端 臼
1た ガ5・ 恒 に/メSDS1ド セ ガNマ 賦 τ・0編9/m酒 、合














図10:～ 壷、・分・ エ ヒ 」デ ス ミ ン 砧 才冗 画 今1坑 イ本 に
斐す 可 る 免 フ疫 拡 散SDS許 リ 了 ク リ 彬 ア ミ ド
電 気 泳 動 後 ア ザ ロ ーhヌ ウ に 埋 あ 免 疫 拡 散 を
行 う 。 左 側 こ 画 介 工 右 側 こ デ ズ ミ ン(
矢 印) 一
_26一
位 署 篭 次 髭 で る,図llに 示 す よ うLζ 蛍 光 坑
体 は 強 く 区 膜 を 染 め ζ し、 る 。A帯 の 中 妥 ぜ ご
く 弱 く 変 め ら 淑 て いbε の が あ ゐ 。
簸 前1て 採 血 レ 尺 輔1τ 同 条f干 下 で 筋 原 愈
維 を 姿 め な し・,ま た 、 画 合 工 で 吸 収 し 在 血 靖
　
匂 租 、 る とZ瞠 毛 糧 め て 弱 く 契 め ろ.姻}4-1
)直 拷 弦 ド よ う 藻 琶 で も 同 じ 郵 果 を 得 径.(
本 論 交 に σ 示 し て し・ な し、)
5画 ・分 工 は 、(ズ ア ク4ニ ン ・ デ ス ミ ン で
は1』 「 い
⊃ れ 覚 で1・ 図 膜 に 有 五 す る 調 飾 蚤 白 噴 と し
て 〔メ ァ ク 乎 ニ ン デ'ス ミ ン ・りv幸皮 告 す 嚥 て い
るtブ 以 下 に 画 分1ぜ 〉そ 燃 等 と σ 異 る 蚤 臼 噴
て"あ ろ こ と を 示 ず 。
4)分}量 レζ よ る 比 藪
図12に 示 可 這iLリ 戻 ア ク チ ニ ン は 合}一 量1約
9万 イ立 で 明 ら 桝 ・ 画 分 工 と 違 。 て し、 ろ.デ ス
ミ ン は 分 号 量 的 に σ 〔Z別 て"さ な い 。 同 一 争1レ








図 圧 間 拷 蛍 光 杭 体 麸 を 用 ・、 斥 抗 画 分 工
杭 伽 ・ よ る 鵠 原 線 細 の 染 色 パ9一 ン
ユニ こ イゴΣフ蛙ヨ 美… プ象.「 ド こ 蛍 光 姿 琶 イ象




腫 「劇 噌1　 ご　の 　
i:I









図!2画 分 工 ,デ ヌ ミ ン,以 ア ク 手 ニ ン の
ぷ リ ア ク リ1レ ア ミ ド 電 λ 泳 ノf9一 ン に ぎ
る τし 較
Φ 画 分 工 ,ω 画 分 工+デ 又 ミ ン,③ デ ス ミ
ン,醐 民 ア ク4ニ ン
一29一
ほ と ん ど 同 じ 拉 置 ド バ ン ド 皇 作 る こ ヒ が 冷・ か
b。
2)dア ク4ニ ン(図13つ に 吏才 す ろ 杭 体 を イ乍
,て 免 疫 的 差 里 を 示 て 一
図!3に 示 す 通 り 杭 α ア ク ≠ 二/杭 、体'8免
疫 才広 散 ラ去 に よ る と,()～ ア ク 手 ニ ン と;旭 降 薪芝一を
形 叡 レ 画 ・分 工 と`詑 妃 降 線 を 年 ら な ・、 。 一 言
坑 画 ・分 工 抗 体 σ 画 分 工 と 兜 降 棘 ぞ 年 リ 採 ア
ク チ ニ ン と は 及 沌 し な し、 。
G)1抗 画 今 工 抗 伽 」 デ 又 ミ ン と 奴 ロし な い.
デ 又 ミ ン を/〆 ・DS/… .β ノ'レ カ プ ← 工 タ
ノ ー ノレ 庵 汲1・ と ヵ'し ・渥 ・D・z醗1ρ 一メ1レ カ
プ ト エ ワ ノ ー ル 遠 念 む ア ヴ ロ ー ス ゲ レ 中 て・
杭 画 合 工 坑 イ豹 ・ 対 し て 免 疫 拡 散 を 者 う.沈 降
森 は 形 成 さ 蘇 な い,o図 飯 初 同 一 条 件 下 て・
抗 画 今 工 杭 体 は 画 分 工 に 対 し て 潔 降 系衆 を 作
っ て い る 。(図9σ ノ)
SD5ホQリ ァ ク リ ル ア ミ ド ヶ レ で・電 羨 う朱 動 屯
行 う 免 疫 電 気 泳 動 の 轟 果 も 同 猛 で 画 分1し ・






杭 画 み エー玩 膝 と玩一雨 ガ 写 二㌧一一し1責
=ず る,画 分 工 と 一ρ<7ク6「 一一ニーン の一 免、疫 拡 叡 に
よ る ラ死 ア奪 系泉 の パ9一 ン
(リ ヰ 契 の 欠 ド 杭 画 分 工 杭 体,の ヰ 央 の 欠K
‡テ亡 〆 ア ク 今 ニー ン=硫 俸ro＼ド そー 略へ、 そ、 賦 入、 っ て し、=る。
著麦 工 獅 の 栄 ド6浮 凪9/虹σ・ メー ア ク チ_子 一 ン むドー .一、 右 一1
隣 リ ー 穴」・ 娩9/卵 画 硲.工 一 些 下 順R 一α一アー
74一 ニ ン と 画 今 エ ザ 交 互 に 入 。 て し・ る 。
一31∴
の 究 降 親 を 年 ら 宿 し、 。(図1・)
4)杭 画 分 工 杭 体'」 デ ス ミ 〉 で 吸 収 ぴ 歌 な
し 、 。
抗 画 分 工 血 清 に ・・1申 性 に し て う究 殿 さ セ 在
子 ヌ ミ ン㈱ を 最 終 濃 度/・g/・ ・ ド な る 揉1・ 加 乏
住 理 食 癌 ・kて・6・羅 稀 釈'・ な ろ の 尺 合 わ せ
ゐ 。 ⊃d稀 毅 並～ラ青 を 闇 拷 蛍 光 杭 体 法1て よ リ
筋 原 組 稚{染 め る の1・ 便 用 す る 。 畷 材ヌ し な い
血 靖 日 司 祥 に 強 く2膜 遠 婆 あ て し・ る.(図'準
Q・)レ 言)司 様a扮 玄 て 噂 収 し 鴛 血 清 を 稀 萩 姓
で1く 免 疫 拡 散r用 い る 画 、分 工 と 次 降 穣 を 形
威 寸 る 。
5了 ク 手 ・ と の 耗 令 髪 験
δ・7mg/rdτ ア ク チ ン,Ol62Lmg/皿1画 浸〉 工 秀3夜
を 室 温 て"3・ 合 闇 放 置 し て 力・ ら タ・,… 。p。1で/
1
時 閻 超{勉U呵 ろ.上 者 と 詑 殿 と を そ れ そ顕
・D・ ヤ リ ア ク 　 ル ア ミ ハ 電 気 泳 動1・ 倒 ナ る 。
図19=示 て ぎ う1て 画 合 工 星訓7ヒ ん ど よ=ラ看 に
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図'4画 分 工 と デ ズ ミ ン で 吸 収 し 斥 坑 画 分
工 ド よ る 、 間 堵 蛍 光 体 死 を 用 い 隆 角b原i線 維
の 塾 色 パ9一 ンd)画 分 工 ド よ る 吸 収 ②
テ ス ミ ン ド ぼ る 啄 収 上 ・ イ醐 差 橡











1図15ア ク 手 〉 と 虚、/か 工 のii結/き・ξiぎ験
Φ 超 遠 邸 後 の 上 看 ② 超 遠 、w・、 蛇 殿
④ 了 ク 千 ン の み
一34-1
工1δ ≧侵 跡 鴛 ノ蔓 で あ ろ 。 ア ク チ>1て プす し て
雍 し・ 鮎 合 椎1丁 特 つ て し、 な 、・ と 愚 わ 淑 ろ 。
一35。
考 察
づ一 画!全 ト エ1さ 一ア イ ソ フρ ロ テ イ ン か
画 合 工 は ・D・ 和 ノ ア ク リ1レ ア ミ ド 電 瓦 泳 動
てL唄 ラ ン ク㌦ バ 、 肺,う 覗 え る ..が 、
よ く 見 る と3本 の バ ン ド ド 合 淑 て い ろ 。(図5)
戻 素 を 含 も 等 電 点 電 気 泳 動 で 臥4本 の 濃 、・1ぐ
ン ド き 形 戯 寸 る(図6④ 〉。 こ の ↓ と か ら 距、分・ 工
博4縫 ・ 蛋 白 質 群 で あ る と い え る 。 受 疫 等 電
」峯…,,嚢垂「 ～気》ラ永!窪身コ σヘ ヲ黍吉 一果(だ 茎16(3))で)、ら_二 の ∠ト 纏o}蛋1話 ヨ
管 が1司 じ 抗 原1椎 を 特 つ こ と 伊 わ う・ る 。 こ れ 等
σ ←Dホ.ミ 衿 ン が α㌧ ♂ 'β ㌧ ド の4纏
類 の ・絹 纏 鵬 な.て し、 冨 う にG旬洞 じ 櫛 巳
芝 特 つ 蛋 自 管 マ"ス 均 一,卜生 を 示 一すtの 一で あ る カ・
も 知 れ ア∫ ・・.し か し 画 分1臼 写 落 の に 調
整"期 催 、がZ遣 間 鴛 っ・ヵ・ ≧ の て一 こ の 間 に 分
与 が 一 部 限 足 分 解 さ れ て ・・ る 可 菖E惟 主 全 く 否
定1♂ てつ な ・、.特RZ膜 は 蚤 白 介 解 鯖 素 して 攻
撃 ざ 歌 や 可 ・・ こ ・ ガ 知 ら れ マ い ろ 。 ε.と
新 鮮 締 穂 て＼ こ 《 駈 穣 招 摂 示 て 揺
を 考 慮 す る ダ'辱 が あ る 。(・ 例 之1δ・ 二 次 元 電
一36一
気 ラ永 動 で)
Z画 ・分・工"タ 唇 ラ夜 中 で の 有 在 拡 態
尿 素 ら 為 祖 の 凋 無 で 陣 電 点庵 気 泳 動 の パ9
一 ン に 違 い が 出 る こ と よ リ 、 雍 紺 ズ 態 で σ
何 ら ヤ'の 含 倉 体 モ 年 。 て し鴇 こ ヒ が 示 ・娠 畝
祝 免 疫 キ講 海SD・ と 別 肋 フ・ クエ9
レ1し が 有 社 苅 る と 抗 画 分 工 に 対 可3兜 麟 親
1訓 本 で ,SDSグ 有 た し て い な し、 と 複 数 本 ド な
る こ と 毛 含 倉 俸 乏 作3こ と を 示 曜 す る と 思 の
賦 る・(図四(・).SDS・ ミ3リ 含 ・合 体q形 成 ザ 、 租 止
5尋 へ る ⑦ て"あ ろ う 。 た だ し 、 ヲ究`降 象皇 ・かuネ夏 敬 本
で き う と し'う こ とtδ_〈1司 一 ≠元 片 ・1、ま 毛 楕 一っ 蚤 走ヨ
賓 群 で あ ろ むく が φ・ わ ら ず)会 、含 体 芝 作 る こ と
iこ よ 。 て 、 単 一 今 尋 の 時 と 喫 宅 坑 原 帷 を 有 葛
る ぼ う し・ な る と 考 え 弓 以 夕い ・ 説 θ月 て る ↓ とI」
み 砺 レ い.免 〉疫 等 電 薫 電 気 永 重む で 平 行 な2
本 の 泥 降 稗 を 年 各(図6(ヲ,)こ ヒ も そ 一甑 で 説 明 て・
き も そ し て こ α 会 今 〆季 σ 伺 一 合 書 纏 簡 でe
イ乍 、ノ 得 る と ㌧、 う こ と しく二7ミダ るq
塵 今 工 博 畠/鋭 」Lと 同 ぴ 杭 鯨 姓 を オ与 し て い る 。
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脈 素 を 含 も 辱 電 鳶 電 気 泳 動 て随`7,胴 じ パ9
一 ン を 示 可 。 こ の 蛋 自 質 群1♂ 辱 電 距一電 気 泳 動
ボ 尾 了 言 る ⑦ に 長 時 間 を 要 す ろ が 画 冷一 工 り
　
万 が 画 ・分・1rδ リ 七 時 間 を 辱 苛3よ う で あ る 。
乙 唯 等 砧 ↓ と 」・ リ こ の 妥牟 し い 蛋 白 質 群 ぜ
エ ・三一・en・エoseカ ラ ム クbマ ト プ ラ フ ィ ー で'
伝 し・1珈 の 壊 度 勾 配1・ わ 尺 っ て 秀 出 す 乳 も
(図!}の σ 喫 る 分 寄 纏 が1η 璽 ヲ番1て 出 て く る
凶 てい ほ な く マ ,有 み 様 八"翼 も 会 ・合 ∫亭 が 順F
出 て く る 斥 め て・ は な い 勺・ と 考 Σ ら 淑 ろ 。
　 へ
3画 冷・ 工 は イさ イ 才 ン 考董 履 で'ン宅 屋1ミ イ黒 為.
妨 ろ 乏 ラ定 彦隻 を 年 も
画 今 工 毛 〉豪 一綿 扇旧角孕 苅 る と ス ジ容8性 の 沈 澱 キ
作 参.超 遽 噌 で 取 リ 除 拳 、.Li看 乞4・Cで 静 置
鍋 ・ 画 今 工1一 雌 繍eう を 倉 む 秀 液 て嫡
ろ ・ ユ ん3日 後 しぐ 沈 殿 が 窪 レ る 。 ⊃"を 電 等
顕 散 鏡 で 観 家 て う 。 α 図!6>不 定 形 の 隻 合 体
1・義 じ っ マ 膜 菰4権 亀 物 が タタ 〈 獄 祝(図



































































































































図1も 画 分 工 曾.電寄 顕 微 嶢 像
ψ ×38,如 。 ②,③,④ ・(9×152・0・0
。39一
が 為 在 レ て ・鴇 。(図!6ゆ)太 四 、3。 κ 以 下 て・
あ る ・ 言 た 幽 ぺ 住 畠 業各 ㌢ 構 蓬 を 特 一っ 隻 合 体 が
1ぽ し1γ 観 豪 で 収 る .柊 苓 構 造一あ ノf9一 ン けー
何 麺 類 が あ る よ う で 禍 一 づ 、、 。 た 絡 一購
造 を ヒ ソ 得 る こ と はZ膜q格 諏 の 関 連 ヵ・
ら都 て 軸 が 剰?(梛 函)一麟 の構 造 に一つて∵
τ 定 説 ・ 存 い が 一 動 も の 格 尋 と ゆ叉 た 右 の も 一難
告 幽 て い る ◎
4直 ム 分 工 の フ ミ ノ 酒斐 条且 ガ父1ζ っ い て
クク 〈 〃)蛋 白 鶴`♂ 吸 光 イ系 数 ε二菰`」恥)ニ!o± ζ τ・ あ
る 。 画 合 工 の εん㌘(ユ胸5弘2て ・ あ る ガ ら,2脚n紅
ひ 波 長 に 吸 収 ぞ 待 ・ 手 ・ ラ ン ト リ つ・ ト フ ア
ン が 少 な 、、 こ セ ザ 予 想 さ れ る 。
今 、 こ で,簡 嵐 の 為 め ア ミ/酸 α 合 尋 量 を
・倉 て ノ3・ と 考 九 る 、Z豹 ・・1村 迩 の 分5吸 莞 孫
数 と し て 和 シ ン(Z!74-、9nm)1眞 一 β9。.ト
リ7← フ ・ ン(272nm)1♂ ε 二5姑 ・
,三 ス チ ン(
2ぶor皿 〉 は ε ニ ュOOと し て 言十 算 す ろ 。 ア ミ ノ 酉菱
系a哉 α 系吉 集 δ り 、/分 写 量 甘ぢ。o。。dこ の 蛋 白 噛
め 羊Pジ ン セ 〉 え 一≠>q伺 ・数 び ・令 ガ3。 こ 淑　
恥 伽 二 基 づ い マ14Dラ 〉 β ス 手 ンk8
-40鱒
る 画 ・》 エ ら £ σz/
,4・ ・ と 計 算 さ 燃 る.喫 測 値
か ら 巾 め た ε σ λ3,・ ・。 羅 凄 て・ あ う わ・ ら 、 ト リ
フ。 ト τ〉 ア 〉・ は 癒 セ ん ど!含 量 歌 て し・7ち「 し、 と い う
桑志 言倫 に 達 す る 。
ぢ 画 分 工1δ 新 し い 蛋 白 質 で あ ろ .
2膜 し・ 有 在 す る 蚤 白 噴 は 現 在 言 τ・ し・ α
ア ブ4ニ ン と デ 又 ミ ン と1()57ク4ニ ン か・知
　 へ
ら れ て し、 る 。 毛 獲 豹 与 蒐 か ら ,画 合1が α ア
ク 千 二 ン の 分 離 物 で あ ろ 可 能 推 は σ ヒ ん ピ ㌃
・'こ と が め り・ ろ ・ デ 又 ミ ン と 冷 事 一量1言 ・全 ・ 同
じ τ あ る が 才元 虚、分・ 工 坑 体 と 及 方鳶 し7♂ い 。 ア
ミ/塵 餐 組 戯 も か な リ 蓮 。 て し・ る 。 コ 六 デ ス ミ
ン1ず ・釦 溶 孜Kヒ け な い こ と し・ よ 。 て も 画 、
石〉 エ と 乙δr違 う 蛋 白 質 て・ あ る こ と かこ・ わ か る 。、 ニテ・
又 ミ/曙 電 勅 ・・ 嚇 て"履 萱 ヒ β 鋤 ・ ら
(言o♪
な る こ と が 始 力・ フ て い る.α 、邑 ド 於 て も
画 ・毎 工 ⑦ 等 電 、乾 犀6～6占 と は(Z別 て・5る 。
'・ ・ ア ク を こ7と の 託 軟1谷 行 な.て ・・ な い
が'ゆ 。 ア ク 手 ニ ン σへ/歪)・ヲ 量1言4-3ρooτ ・ φ}
-41"
う ⊃ と よ リ 画 分1ヒ は σ っ き リ(Z別 ぴ て"さ
る 。
6噺 し ・、 蛋 自 穣 ら 有 在 住 置1・ っ り 了
蛍 光 抗 体 う去1・ よ う ヒ 新 し い 蛋 租 喀 して 対 す
る 抗 体 σrz月 莫 を 染 色 言 ろ 。 言 尺 こ の 抗 体 で
画 合 丁 で 吸 収 可 る こ と し・ よ りZ膜'♂ 非 常 に
δ わ く し カ・ 塗 色 さ れ!♂ ・・ 。 θ図 件(、));巾 等
の こ と よ り 、 新 し い 蚤 白 鴨 ・⑤7膜 ド 有 在 で
る こ と ・ヒバ1わ づ、 う 。
画 分 工 の 蛋一白 才禦 品 の 中 に 微 量qデ ス ミ ン
が 含 渉 れ て お リ 、 そ り 斥 菊 ド 免 疫 拡 散 で θ 蕨
出 ・'惚 存 い 羅 度 の ・デ ス ミ ン ド 対 ず3抗 停 が
抗 画 介 工 抗 体 ⑦ 中 に 含 コ 淑 て し、 て そ 収 が'男
膜 を 蛍 光 坑 捧 透 で 染 の る 可 能'性 が あ る.し ヵ・
し こ の 可 能 性 は デ ヌ ミ ン で 吸 収 しk血 箔一
が や σ リ2膜 筆 蛍 光 抗 イ不 法 で 染 め ろ ご と か ら
る 冗 さ れ ろ 。
影 蹴ideSは 隣 リ あ,ぼ2膜 同 士 が 夙 調 し
て 並 ん で ・・ る(図n参 目召∂ こ ヒ か ら 、 区 膜 同 工
一昂2一
`て弱 ・'旭 互 作 用 が あ る と 考 乏 、 筋 原 線 稚 ゑ 、
ぬ ぢ
KI落 液 で『忽 理 し プ レ ・ ド し て セ 膜 ザ ル 数
箋 言 。 尺Z-P・ ・nesを 顕 微 鋳 下 て・ 観 察 す う
こ と ・・ 戯 功 し た .Z・P・anes・ を 抗 デ ヌ ミ ン 抗
握 杭 戯 ア ク チ ニ ン 抗 停 ◎ 蛍 光 抗 体 亮 て『調 べ・.
る ↓ と に よ リ 、 」デZミ ン'ず 区 月菱 の 周i豆1に 濁 リ
、 ぼ ア ク チ ニ ン'♂ 窟 膜 ら 中 央 暑β の 一デZミ ン が
な ・・ 位 罰 鋤 る こ と が い ・ っ た .ω こ 押 す
dア?チ こ 〉 が2罐 ξ 袖 猫 し て し1る と 寸 る 考
Z∫ と 一 致 し て い る 。Lazarides'♂ デ7ミ ン か一
丁 管 系 を2膜f・ 系吉 合 で る 擾 劇 を 具 た す の τ σ
な い か と 論 じ て い ろ 。
一 玄
、 新 し ・・ 区 膜 蛋 自 管 は ガ ラ ズ 霧 内 で
格 苓 構 董 そ 形 夙 す ろ 勺＼篤2膜 《 格 香 セ し て 報
くざの
号 す れ 驚 も 碕6へ 中tて こ 歌 ヒ 似 た も の か'あ ゐ ρ
新 し い 量 臼 管 σ 薯 膜 の 柊 与 亀 形 裁 な る あ で は
な い か と 藩4一手 こ「 れ る 。 ゼ図!6)
7新 し 、、 蛋 自 管 の 収 量1・ つ い て
王彫 在 用 い て し・ ろ 調 製 う去 に よ る と 噺 い 、 蛋
臼 賢 ・3筋 肉lkg噛 か ら 敏 皿9・し つ'粗 抽 出 の づズ 態 て
得 ら れ る だ噂 で あ る こ 杁 新 い ・ 蛋 ゼ 窃n
-43。
低 イ 才 ン 強 度 で 長 時 間 お く と 、 ネ …容 椎 の;究 殿
を 作 る 二 と が わ わ・,た 。(考 察3)材 料 と
テ 法 み よ び 葬 果 の 項 で 述 べ 穴 通 一 リ イ底 イ 才 、ン
弓免 ノ度 ζ… ろ 透 才rrを く リ 返 し 一て しし う 。 ・こo、 乗吉 果 ・.一
句又 量tブ 窒客騒 ら マ し、 ろ・ の て"'丁/♂ い が と7考 … え ら 壱へ ろ ◎
言周製 弦 乏 改 良 誘 玖1ず 収 量 が さ・え る 可 能 帷t}夫
き い 。 不;容'性 に な っ た 沈 」殿 を 戻1全1て と か 可 も
め と し マ 、δ 硬 五 の 所,尿 素 溶 渡 ヒSDS熔 凌
し 一か ・ げ)わ ＼ っ て ㌧ 、 桑 「 し、 。
画考 一素 σ・ ア∫ わ・ ド 筋 原 綜1雑 に 吸 着 さ 畝 る 七 の
が 嗣 こ と が 報 翫 れ て い る139`36㌧ 角鉢 こ れ
　
博1さ03較 鈎 簡 単 な 操 年 ガ 筋 原 乗衆隊往 よ り は 可 躰
る 。 新 し い 蛋 白 質 の 抽 出 ド1さ 激 し い 喫 作 が
曙 孚 で あ ろ こ と δ ソ 、 筋 原 線 総 の 構 造 の 中 に
弓量 く 組 み ヱし ま 畝 て い る の て"し丁 な い カ、 と 考 之 ら
れ る 。
以 上 の 考 察 よ リ1こq分 号 量 ζ5,000の 蚤 白
賢 は/骨 市各 筋 の 妥ケ し い 言周 筏も蚤 自f湊 てu易 ろ う と 考
チし ら しれ ろ 》inv生troて"ひ1千 用1♂ わ6・ 、 て し、 な し 、。
_4妬 一
了 ク 潟 磯 い 絆_い ・(卿5)δ う て嘔
る が 宅艦 ㌦、喰 時 悶 露 拶 簡1そ 調 ドー
鶴 能 を 生 な 。 た 可 言ε1淳 も あ ろ びt知 ゆ い.
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蓉 約
骨 格 筋 ・ 筋 壕 線 維 の ミ オ シ ン 』7つ4ン の
柚 訟 域 透 を α 翻K・ 熔 液 て・処 理 し マ 得 ら れ る 工 靖
ド 冷・3量 約 ぢぢ.OOOの 蛋 一白 噴 が あ ろ 。 こ ⑦ 蛋
白 質 σ 、 同 じ 杭 原1}主 を 持 つ4r鍾 の 冷 与 サ ら な
　
3。 千 罐 の 分 子 は み よ そPH6、 ・-6、 タ の 闇 。・
辱 電 点 を 特 っ 。6臨 凋 φ ・胱 係 数 σ 豹 へ2で
あ る 。 ア ミ ノ 薩1今 ・耕 角 糸吉 象 そ 考 麓 一 て 入 れ て 梅
薫葦_所 弓 と1ト リ フ。 ト7ア ン 七バ ξirと ん ヒリ 乙「 い こ
と が マ匪 揚9で き る.
一 砧 蛋 自 管 に 対 可 る 抗 体 で 間 接 蛍 光 才λ 体
三去 ド よ り 、 箭 壕 線 雑 芝 棄 め て み3と 、2膜 が
強 く 染 色 さ れ る 。 こ α2膜q蛍 光 藻 色 は 、 坑
血 靖 を ⊃ α 蚤 魯 噛 てい吸 収 君 も こ と に よ リ 、 極
あ て 微 弱1・ な 各.こ の こ と か ち 一 の 蚤 冷 質
は セ 膜 に 衣 社 言 ろ こ と が わ か る 、
2月 莫 ・・ 存 社 覗 ↓ と が 知 ら 畝 て ・、 る 調 飾 蛋
白 質 ・て 、 鼠 ア ク 千 二7デ ス ミ ンlbs7ク
∠}ニ ン が あ る 。
-4・6齢
俣 ア ク チ ニ ン と し言 免 疫 旬 に 区 別 さ 淑 る た あ
・ こ ら 蛋 魯 質 σ α7ク4ニ ン の 分 解 物 て」 σ
な い と 隻忍・わ もれ 弓 。
デ ヌ ミ γ と し3今 書 号 の ゑ で は 区 尉 て・5な い
ザ こ α 蛋 魯 噂1。 打 可 ～ 杭 体 は ヂ ス ミ ン ヒ
　
及 爪}・し な い し,う た 一デ ヌ ミ)1で よ っ て 吸 塔之 も
さ 躯 ττ い 。 ア ミ ノ 酒装 組 戯 の 、ξし τ 毛 喫 っ て し、 る。
lbsア ク ヰ ニ ン σ 分 谷 号 が43 、。・・ て・ あ1ノ
明 ら ザ に 喫3蛋 魯 質 で あ ろ 。
以 よ の ↓ と よ リ ,こq命 手 量 覧 。。。 ら 蛋 色
噴1ず 、 骨 格 首加 新 し ㌧・ 調 節 蛋 白 噂 で 勃 ヒ 考
え ら 颪 る 。
)の 蛋 白 質'τ ザ ラ ス 皆 囚 で 裕 苓 構 董 乏 セ る
、
二 淑 ザ ヌ 浮鄭 絡 写 構 逢 ヒ 似 て い ろ こ し わ・ ら
!
詞 蛋 白 管 匂嬉 膜 の 柊 弛 年 。7・ ・3可 能 惟
が あ も 。
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